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附属病院・総合博物館・図書館

京都大学医学部附属病院（京大病院）　www.kuhp.kyoto-u.ac.jp 附属図書館　www.kulib.kyoto-u.ac.jp/mainlib/

桂図書館　www.t.kyoto-u.ac.jp/lib/ja京都大学総合博物館　www.museum.kyoto-u.ac.jp

京都大学医学部附属病院では、高度急性期医療や高度先進医療により対応するべく、施設整備や組織の設置を急ピッチで進めています。集中治療
病床を集約させた「中病棟」を新設したほか、「がんセンター」「もやもや病支援センター」「こども医療センター」「VHL病センター」「摂食嚥下診療
センター」など、特定の疾患に対して診療科横断的に対応可能な組織を設置しました。これにより、患者さんに医療や情報をよりシームレスに提供し
ています。また、YouTubeや広報誌、オープンホスピタル等イベントを通して、病院の紹介や疾患啓発を広くおこなっています。

約100万冊の図書をはじめ、多くの学術雑誌やデータベースで京都大学の学習・研究活動を支えています。研究成果や貴重資料の電子化にも力を
入れており、Webサイトで論文や重資料デジタルアーカイブのコレクション等を公開しています。また、京都大学には附属図書館のほかに約40の
図書館・室があり、それぞれが分野に合わせた図書や雑誌を収集・整理し、快適な学習環境の整備に努めています。

桂キャンパスBクラスターに2020年4月に開館した桂図書館は、桂キャンパス所属者のほとんどが大学院生や研究者であることから、研究支援サービス
を提供しています。学生の知的活動を促すとともに学外研究者との協働を促進することを目的としたオープンラボ、リサーチコモンズや、メディアク
リエーションルームという「場」を提供し、また、ライティング支援、オープンアクセス支援、アーカイブ支援など、研究を進め、発表し、蓄積すると
いう研究活動サイクルの各場面で必要とされる支援サービスを推進しています。

京都大学開学以来収集してきた貴重な学術標本約260万点を収蔵しています。その内容は、国宝・重要文化財やそれに準ずる文化財、あるいは国際
的に貴重なタイプ標本など、文化史・自然史・技術史の各分野にわたる重要な資料です。また、常設展・企画展・特別展・「子ども博物館」等のイベント
と、多彩な内容で来館者をお迎えしています。
（会期、開館時間は変更されることがあります。総合博物館のウェブサイトでご確認下さい。）




